大阪府内の高次脳機能障がい者への支援の実態に関するアンケート調査について資料７－１


【調査目的】　　
　大阪府の高次脳機能障がい支援施策に役立てるため、府内の障がい福祉サービス事業所が支援においてどのようなことで困っているのか等につき、より具体的に把握をすることを目的とする。

【アンケートの送付・回答収集時期】
　　アンケートの送付…順次発送しており、7月13日には送付完了。
　　アンケートの回答…８月10日締切
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【調査対象】
  ・大阪府内の障がい福祉サービス事業所のうち日中活動系事業所(生活介護事業所、自立訓練（生活訓練)事業所、就労移行支援事業所、就労継続支援事業所（A型、B型）全て）　約2,４00か所

【調査方法】
　　①大阪府から調査票を調査対象である障がい福祉サービス事業所に送付。
　　②障がい福祉サービス事業所は、事業所所在市町村障がい福祉担当課に回答(調査票)を提出。
*事業所から市町村へはFAXでの送付を想定。
③市町村から、大阪府障がい者自立相談支援センターに送付。

【調査内容（予定）】
　　事業所で支援している高次脳機能障がいの方の人数、支援の上での困りごとやその内容等

【調査の結果について】
　　調査結果については、大阪府が集計し、結果概要をHPにて公開。
　　
【その他】
　　市町村を経由して回答を収集することで、市町村に管内の障がい福祉サービス事業所の高次脳機能障がい支援の状況や具体的な困りごと等を把握してもらい、今後の各市町村での支援検討等に役立ててもらうことを考えている。
